
 -1-

令和７年度第１回中央区在宅療養支援協議会 議事要旨 

●日 時  令和７年６月１９日（木） 午後６時３０分～ 

●場 所  中央区役所８階 大会議室 

●出席者  【委員】１５名 

 山田 雅子（聖路加国際大学教授） 

竹見 敏彦（中央区医師会理事） 

井関 栄三（日本橋医師会） 

文野 弘信（東京都中央区京橋歯科医師会副会長） 

関谷 治久（お江戸日本橋歯科医師会副会長） 

本橋 隆弘（京橋薬剤師会理事） 

小野 絵理子（中央区医師会訪問看護ステーションあかし管理者・所長） 

寒河江 千智（医師会立中央区訪問看護ステーション所長） 

佐々木 佳子（聖路加国際病院訪問看護ステーション所長） 

飛田 秀人（ケアプランエンゼル） 

山井 高志（あいけあ） 

牧野 和子（京橋おとしより相談センター） 

大久保 稔（福祉保健部長） 

田部井 久（高齢者施策推進室長） 

河合 江美（保健所長） 

 

《欠席者》 餅田 貴行（日本橋薬剤師会理事） 

   宮﨑 賢澄（中央区医師会） 

 

【事務局】 介護保険課長、地域保健担当課長 

 

 

●議事次第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 中央区在宅療養支援協議会委員の解嘱と委嘱 

４ 高齢者施策推進室長あいさつ 

５ 議題 

(1)令和６年度事業実績報告 

(2)令和７年度在宅療養支援研修（案）について 

(3)在宅療養支援の手引 更新・増刷について 

６ 閉会 
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議事の経過 

１ 中央区在宅療養支援協議会委員の解職と委嘱 

  ・中央区主任ケアマネジャーの会推薦（主任ケアマネジャー） 

令和７年４月１日付 田中芳子委員➡山井高志委員 

・保健所長 

令和７年４月１日付 渡瀬博俊➡河合江美 

 

２ 議題（１）令和６年度事業実績報告  

議題（２）令和７年度在宅療養支援研修（案）について 

 

・資料１－１「令和６年度 緊急一時入院病床利用実績」 

・資料１－２「令和６年度 在宅療養支援訪問看護の利用実績」 

・資料１－３「令和６年度 緊急ショートステイの利用実績」 

・資料１－４「令和６年度 おとしより相談センターの在宅療養相談窓口の実績」 

・資料１－５「認知症初期集中支援チーム事業実施状況」 

・資料１－６「認知症サポーター養成講座事業実施状況」 

・資料１－７「『気軽に相談できる場（認知症カフェ）』の実施状況」 

・資料２  「在宅療養支援研修実績一覧」 

・資料３  「令和７年度 在宅療養支援研修（案）」 

 

事務局から令和６年度事業実績の報告および令和７年度の事業概要の説明を行った。 

   

〇在宅療養支援訪問看護について 

・お試し訪問看護は、訪問看護の入り口として貴重な支援となっているので継続してほし

い。 

・利用実績に関わらず、お試し訪問看護という取り組みが存在することが訪問看護への信

頼や関心につながっていると思うので継続してほしい。 

 

〇認知症サポーター養成講座について 

・企業が企業メイトを育成し、おとしより相談センターに依頼せず、社内で認知症サポー

ターを養成するようになった例がある。 

今後成人だけでなく、対象者の拡大や対象者に合わせた内容の更新などが必要になる。 

 

〇在宅療養支援研修について 

・医療機関・介護サービス事業者向け研修の中で区民が知ってもいい内容もあると感じた。 

➡医療機関・介護サービス事業者向けは、実務に即してグループワーク等も行っている一

方、区民向けは区民の皆さんが広く知っていただきたいと内容を含めて対象を分けている。

区民の方にどのように有益な情報をお伝えできるかは考えていきたい。 

＜検討結果＞医療機関・介護サービス事業者向け在宅療養支援研修については、医療と介

護の関係者の知識向上及び顔の見える関係づくりを目的に開催しており、講義やグループ

ワークで取り扱う内容も専門職を想定して設定している。一方で、区民向け研修について

も年２回開催しているため、区民のニーズをとらえて有益なテーマ設定を行っていく。 

 

 

議題（３）在宅療養支援の手引 更新・増刷について 

・資料４  「在宅療養支援の手引 更新・増刷について」 

 

事務局からスケジュールと更新内容の概要（案）について説明を行った。 

 

〇在宅療養支援の手引 更新・増刷について 

・中央区のＭＣＳ運用ポリシー・運用ルールが載るということで、ケアマネジャーや訪問

看護ステーションはＭＣＳを理解して活動していることが多いが、ヘルパー事業所やデイ

サービスはＭＣＳについて知らないというところが結構あるので、ＭＣＳを幅広く活用し
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参加を促すのに更新はとてもいいと思う。 

・在宅療養支援の流れが入院からスタートして在宅療養へ移行して、また再入院の場合も

あるというフローで考えているので、病院で在宅療養支援に関わる退院支援の専任のスタ

ッフなどがこの改訂作業に加わったら、よりよいものが出来るのではないか。 

 

５ 閉会 

次回、令和７年度第２回の協議会は令和８年２月頃を予定。 


